
花
田
　
武

中
島
三
千
雄

分
団
長
　
小
林
三
良
　

副
分
団
長
　
志
村
一
男
　

副
分
団
長
　
佐
藤
好
平
　

本
部
員
　
程
原
久
幸

分
団
長
　
佐
藤
勝
吉
　

副
分
団
長
　
遠
山
安
人

分
団
長
　
内
藤
季
行
　

副
分
団
長
　
平
井
政
司
　

副
分
団
長
　
小
俣
光
秀

本
部
員
　
都
倉
錬
三

分
団
長
　
野
武
一
雄
　

副
分
団
長
　
清
水
和
仁
　

副
分
団
長
　
日
向
仁
一

本
部
員
　
小
俣
理
一

玉
井
太
郎
・
星
野
朋
忠
・
西
村
宏
一

柳
樂
武
久
・
磯
　
裕
文
・
若
林
英
行

藤
本
一
貴
・
中
澤
享
道
・
横
瀬
仁
志

遠
藤
明
彦
・
井
上
勝
也
・
山
田
真
康

村
上
芳
明

高
田
　
稔
・
杉
本
　
崇
・
山
口
善
之

勝
又
　
久
・
杉
本
直
樹
・
山
田
智
一

井
上
佳
久
・
遠
藤
　
勲
・
花
田
　
満

富
永
智
樹
・
奥
秋
一
也
・
舟
久
保
守

滝
口
泰
彦
・
堀
内
敏
男
・
池
内
光
男

渡
邊
耕
二
・
井
上
和
洋
・
山
本
高
也

近
藤
謙
一
・
井
上
貴
文
・
小
林
達
也

羽
田
有
志
・
奥
秋
健
一

小
松
竹
男
・
長
田
辰
男
・
志
村
　
厚

高
橋
啓
太
・
佐
竹
　
勝
・
三
井
正
行

武
藤
正
巳
・
重
森
弘
二
・
奥
脇
治
雄

滝
本
　
茂
・
山
本
　
誠
・
石
井
清
二

杉
本
　
衛
・
三
井
孝
郎
・
奥
脇
弘
泰

宮
澤
哲
児
・
尾
曲
　
章
・
高
畑
和
宏

小
林
正
芳

戸
澤
敦
史
・
奥
秋
　
健
・
兜
森
俊
行

亀
田
宏
幸
・
小
林
弘
典
・
程
原
　
誠

渡
辺
裕
也
・
曽
根
武
志
・
渡
邉
亮
祐

谷
　
　
一
・
相
川
晴
仁
・
川
原
隆
一

亀
田
敏
文
・
佐
藤
輝
男
・
志
村
達
也

宮
下
洋
一
・
志
村
正
行

佐
藤
慎
一
・
山
本
美
正
・
渡
邉
春
彦

渡
辺
正
夫
・
勝
俣
嘉
人
・
岡
田
啓
佑

菊
地
大
作
・
佐
藤
公
保
・
秦
　
一
孝

山
口
　
仁
・
滝
口
孝
秀
・
志
村
直
樹

杉
田
一
弘
・
安
留
清
士
・
郷
田
裕
明

大
関
秀
典

４
月
３
日
、
午
前
９
時
か
ら
、
谷
村
第
一
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

都
留
市
消
防
団
員
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
１
５
７
名
に
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

羽
田
達
志
・
渡
邉
裕
蔵
・
高
橋
真
樹

藤
江
良
明
・
山
下
浩
之
・
大
城
規
令

藤
江
広
樹
・
上
杉
裕
隆
・
安
冨
正
樹

山
口
悟
史
・
天
野
幸
司
・
堀
内
幸
一

森
島
秀
知
・
相
川
敏
男
・
田
中
　
貴

小
林
　
晃
・
小
俣
善
寛
・
篭
島
浩
光

山
本
洋
一
・
平
井
哲
男
・
瀧
川
英
治

平
井
　
聡
・
安
藤
　
正
・
小
林
孝
至

中
澤
拓
哉
・
遠
藤
　
新
・
森
脇
隆
光

天
野
直
昭
・
矢
野
　
誠

内
藤
克
裕
・
高
部
哲
也
・
天
野
隆
太

熊
坂
元
宏
・
小
林
直
広
・
矢
野
　
聡

佐
藤
将
人
・
志
村
日
出
夫

小
林
義
雅
・
岡
山
　
保
・
田
邉
伸
二

森
嶋
正
人
・
喜
舎
場
健
一

鈴
木
　
威
・
高
部
邦
広
・
小
林
弘
典

藤
本
晴
樹
・
奥
秋
博
一

秋
元
秀
幸
・
高
部
和
伸
・
武
井
和
彦

小
笠
原
友
一

小
俣
文
雄
・
前
田
　
淳
・
小
俣
秀
樹

谷
内
一
之
・
小
俣
章
一
・
小
俣
文
明

服
部
智
和
・
野
武
和
浩
・
小
俣
孝
弘

警
察
で
は
、
各
種
事
件
・
事
故

な
ど
の
緊
急
事
案
の
早
期
解
決
を

目
的
と
し
て「
緊
急
時
　
あ
わ
て
ず

あ
せ
ら
ず
　
１
１
０
番
」を
合
い
言

葉
に
市
民
の
皆
様
に
広
く
１
１
０

番
通
報
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

１
１
０
番
通
報
は
、
携
帯
電
話
、

加
入
電
話
か
ら「
１
１
０
番
」と
ダ

イ
ア
ル
す
る
と
県
内
ど
こ
か
ら
で

も
警
察
本
部
の
通
信
指
令
室
に
つ

な
が
り
ま
す
。
通
信
指
令
室
で
は
、

担
当
の
警
察
が「
い
つ
」
・「
ど
こ

で
」
・「
何
が
」
・「
犯
人
は
」
・

「
負
傷
者
は
」
・「
あ
な
た
の
住

所
・
氏
名
」な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す

の
で
落
ち
着
い
て
お
話
く
だ
さ
い
。

な
お
、
い
ま
だ
に
多
く
の
イ
タ

ズ
ラ
・
間
違
い
電
話
が
あ
り
ま
す
。

イ
タ
ズ
ラ
電
話
は
、
緊
急
な
事

件
・
事
故
の
通
報
に
大
き
な
支
障

と
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
相
談
ご
と
は
最
寄
り
の

警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
ま
た
は

警
察
本
部
総
合
相
談
室「
♯
９
１
１

０
」に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

城
下
町
奉
行
所
だ
よ
り

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

110番

緊急時
あわてず　あせらず
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